










In the Course of Study of physical education (P.E.) at primary education (The Ministry of Education, Culture, Sports, 
Science and Technology, 2008, 2017), instruction of a front walkover is not stipulated. However, the author’s previous 
teaching experience as an elementary school teacher implies the possibility of instructing a front walkover to children, 
as an advanced form of round-off. Therefore, the present study aims to explore an effective instruction of a front walk-
over to children. To this end, an investigation into the current performance of mat exercise of university students (edu-
cation major) was conducted. The results revealed that they have not received suffi cient instruction that would mediate 
a front walkover in their primary school education. In addition, from the fi ndings of previous studies and the author’s 
practice, the necessity of instructing certain basic skills that bases a front walkover was pointed out. Based on these, 
this paper suggests a front walkover instruction procedure that incorporates the basic skills necessary for a successful 
front walkover.








Toward an Effective Front Walkover Instruction in Primary Education Curriculum




































































































































































































































































































































































（3）側方倒立回転＋ 4分の 1ひねり前向き（図 3.2.3参照）
松本（1998）の実践にあるように，側方倒立回転もロンダートもできるようになった児童に対しては，次
のスモールステップとして，「側方倒立回転＋ 4分の 1ひねり前向き」を指導するとよい。その理由として
は着地場面が前方倒立回転と同じ方向にすることで，後半動作が，前方倒立回転と同じようになるからであ
る（図 3.2.3参照）。
アンケートでは，「できる技（2.1）」「指導された記憶（2.2））共に，「側方倒立回転＋ 4分の 1ひねり前向
き」の感覚がぬけていた。女性の被験者については，「できる技（2.1）」については，0％（一人もできる被
験者がいなかった。）この「側方倒立回転＋ 4分の 1ひねり前向き」の指導が定着すれば，側方倒立回転か
ら前方倒立回転への移行がよりスムーズになると考える。
側方倒立回転の後半で，体をひねり側方倒立回転よりも 90度多く回転し，進行方向にへそを向ける。こ
の際しっかりと両手を突き離し勢いをつけることも大切である。また，視線を送る位置としては，視点をす
ぐに移動させることなく，両手の間にあるマットをしっかりと見るように指示する。（目印となるマーカー
等を置いてもよい。）その見ている姿勢を崩さずに回転することで，後半，着地しやすくなってくる。側方
倒立回転の発見技として，少しずつ体の向きを進行方向に向けていくようにすると良い。高学年であれば角
度の大きさもわかることから，具体的な数値で度数を伝え，少しずつ前向きになるようにさせていく。
図 3.2.3　側方倒立回転＋ 4分の１ひねり前向き
（4）前方倒立回転の指導法のまとめ（図 3.2.4参照）
「側方倒立回転＋ 4分の 1ひねり」ができるようになってくると，前方倒立回転もできるようになってくる。
着手方法とタイミングを少しずつ変えていくことで，前方倒立回転になるからである。「右手」「左手」（逆
もある。）の順番に手をついていたものをその間隔を縮め，少しずつ同時に着手できるようにしていけばよい。
両手で手がつけるようになれば，ほぼ前方倒立回転になっているはずである。しかし，着手してからの足の
後ろへの振り上がりが小さいと着地にも影響し，膝が曲がって着地する形になってしまう。そうならないた
めにもしっかりと着手し，足を後ろに強く振り上げ，両手の間からマットを見ながら強く手を突き放すよう
にさせる。
図 3.2.4　前方倒立回転
小学校教育課程における前方倒立回転指導法の提案
─ 141─
５　おわりに
アンケートの結果から，前方倒立回転に向けての指導の徹底が図られていないことがわかる。小学校学習
指導要領解説体育編に例示として提示されていない種目や技については，指導法を身に付けようという教師
も少ないことが伺える。側方倒立回転のできる時期で，一番多いものは小学校 3年生であった。そのあとロ
ンダートができるようになったとして，側方倒立回転からの発展技が指導されずに上達せずに終わってしま
う児童が多いということである。一人一人の能力に応じて対応できる指導法が必要である。
本研究では，側方倒立回転から，前方倒立回転までの指導の繋がりが不足していることをアンケート調査
より把握し，前方倒立回転に繋がる下位運動，側方倒立回転から前方倒立回転につながるスモールステップ
の指導法を提案した。小学校教師の中には，側方倒立回転が前方倒立回転の下位運動であることを知らない
教師も多くいることがアンケート調査より予想できる。側方倒立回転と前方倒立回転の間に，ロンダートと
側方倒立回転 4分の 1ひねり前向きを入れることによって，児童が前方倒立回転を習得しやすくなる。この
ロンダートと側方倒立回転 4分の 1ひねり前向きを指導過程に入れることで，前方倒立回転の指導法の「落
差法における課題であった「恐怖心」も軽減させることができる。
筆者の大学 1年生を対象とした初等体育 Iの授業の中で，この側方倒立回転と前方倒立回転の間に，ロン
ダートと側方倒立回転 4分の 1ひねり前向きを入れる指導法を教え，練習をさせると，すぐに習得する学生
が毎年数名いる。初等体育の授業が技を習得させるのが目的の授業ではないために練習時間を十分に確保す
ることはできないが，恐怖心を持たずに，スモールステップで上達してく様子を実際に見ることができた。
今後の課題と展望としては，この指導法を小学校で実際に実施してもらい側方倒立回転のできる児童が前
方倒立回転をできるようになるかという調査を行っていきたい。また，女子の勢いをつける技（ホップを入
れた側方倒立回転，ロンダート等）が苦手という課題については，スモールステップの指導法を取り入れる
ことでかなり軽減されるのではないかと考えるが，実証にはいたっていない。この課題についても，女子の
被験者に指導と共にアンケート調査を行って結果を明らかにしていきたい。
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